


















安中期には『伊勢物語』の絵画化は既に成立していたと考えられる。 『源氏物語』が源氏絵として多様なメディアに展開したように、『伊勢物語』は後世さまざまな文芸の源泉となった。特に宗達派の絵師たちや尾形光琳など近世琳派の絵師たちにとって、 『伊勢物語』は豊かな造形意欲を掻き立てるも であった。そのようななかで、尾形光琳「燕子花図」 （根津美術館蔵
（
のように、杜若の図像のみ

































































































ために、このような明らかな図様 取り違いが生ずるのである。つまり、歌か たの絵師は、必ずしも『伊勢物語』に通暁しているわけではなかった。とはいえ、絹地に発色の良い顔料で可憐に描かれた優品であるこ は 誰しも認めるところであろう。　
かるたは、歌ことばから引き出されるモティーフ、あるいは伊勢絵 伝統図様や『扇の草子』をはじめとする歌絵を基盤に、花鳥風






































面上部に金雲が配されてい 。いずれの札の金雲も下部の形が同工で、型置きをして金砂子を蒔いていることが判る。この型は、下の句札の画面上部にも使用され、加えて画面下部 楕円型の雲もすべての札で形状が一致する。上の句札、下の句札ともに、台紙の裏側は金箔押しである。内帙は、植物文様が施さ た鶯色地の金襴で、内側の台紙は、朱で牡丹文様が彩られている。かるたは四つに分けられ、 「伊勢物語御哥かるた」と蒔絵された塗箱、さらに「伊勢物語御哥かるた」と墨書された木箱に納められている。内箱と外箱の箱書きの字体は同筆 り、かるたの字体とも極めて近いことから、箱も含めて制作当時のものとする。　
永青文庫本の図様を見ると、共立本と一致するものが多く共通祖本の系譜にあることは明らかである。一方で、モティーフの数や表























































































































































































































































金の金砂子によって金雲があらわされる。絵札 は二段の金雲、字札には帯状の霞が画面 上下に配される。金雲の形式に加えて、和歌の筆者や面貌表現に至るまで酷似しており、同工房の作品であ と推察される［図
（0］ 。個人蔵乙本と共立本は、同じ歌の札におい






































































かでも、根津美術館蔵「扇面歌意画巻」 （以下、扇の草子根津本と呼称（には、 『伊勢物語』の和歌が勅撰集に次いで多い二十九首収載されており また制作期が十七世紀前半と推定されることから「伊勢物語御歌かるた」に先行し影響 与えたものとして注目される。先行研究によると扇の草子根津本の図様に 、 「梵字経刷白描伊勢物語絵巻」 以下 梵字白描絵巻と呼称（や和泉市久保惣記念美術館蔵「伊勢物語絵巻」 （以下、久保惣絵巻 呼称
（、 「異本伊勢物語絵巻」 （以下、異本絵巻と呼称
（、小野家本、嵯峨本のほか、室町後期























































器物を抜き出して単体で描く、という図様形成が特徴である。Ａ系統 起点として展開す Ｂ・Ｃ系統とは別の系譜を辿るものであり、絵札からは明らかな違いを見て取ることができる。一方で、図様形成のイメージソースは一致する場合も多く、人物や器物を情景のなかに含めず単体で描く「歌仙絵」や「歌絵」 、 「器物画」の趣向によって、その違いが生み出されていると言える。その点で言えばＤ系統は、図様形成のイメージソースには先行する伊勢絵図様を参照するものの、実際の画面を構成する時点では伊勢絵に留まらない先行作例を広く参照している可能性が推察される。か た図様としてある程度の定型化を向かえたＢ系統において、Ｄ系統は伊勢絵以外の絵画から 要素も取り入 ことにより、定型化によって退屈しがち った絵札に多様性を加えることを目指したとも推察されるのである。　
最後に、Ｅ系統を他五系統のなかに位置付けることは、東博本以外 作品を確認できない現状では困難である。しかし、東博本の絵
札の構図は、伊勢物語絵をイメージソースとする図様や量産型のか たによく描かれる図様に加え 独自の図様の何れにおいても整っている。画面の上下部に金砂子を蒔く形式も珍しい はなく、筆者はＥ系統に分類される作品が他にも現存すると考えている。　
以上の諸本系統の分類のごとく、共立本はＢ系統に属する。Ｂ系統の特徴には、図様形成の軸が物語だけでなく、歌にもあることが






























は、特定のモティーフから物語や和歌を読み解くことを楽しむ 受容によっても さらなる盛り上がりを見せたと言える。　『伊勢物語』が歌物語であるだけに、その享受においても和歌を中心としたものは見逃せないが、 『扇の草子』を分析した安原氏は













先してイメ ソースとなる。かるたという小画面 か 伊勢絵を再現するものもあれば、ある一部の情景を抜き出して描くものもある［凡例○］ 。また、留守文様として場面を想起させるモティーフが描かれるものもある［凡例●］ 。　
次に、物語が挙げられる。先行する伊勢絵図様の多くは物語にイメージソースを持ってい が、一方で、一二五段ある『伊勢物語』












を掛詞した歌では、 「長雨」の語彙に基づ て〈雨〉が描か るといったように、物語 は別の情景である場合も多い。　
最後に、詠み手の姿、あるいは歌を宛てた相手の姿を描くものである［凡例◎］ 。歌の詠み手 情景のなかに配置するもの、 『百人一















ことが明らか 。しかし、扇面に描かれ 伊勢絵と伊勢歌絵である『扇の草子』 異なるのは、伊勢絵図様をそのまま扇面に描くのではなく、ひとりの人物を中心とした伊勢絵の一部のみを抜き出したり、伊勢絵から人物を排 て留守文様化したりと、画面に合わせて図様が簡略化されていることである。そして、先に比較 た［図
（］のように、伊勢絵の一部を抜き出して描く『扇の草子』の図
































などの大画面形式が登場する一方、 『伊勢物語』享受層の広がりにより色紙をはじめとする小画面形式へと伊勢絵は多様に展開する。「伊勢物語御歌かるた」においては、Ａ系統の図様を持つ中世伊勢絵に近い位置にある初期かるた作品において創成期を迎え、次第にかるたとして 図様を整え定型化するＢ系統において『伊勢物語』の絵画化への関心は最盛期を迎えるが、やがて量産されるＣ系統ではその意欲は衰退しパターンとして消費されていく。Ｄ系統の図様は管見の限りで量産型のかるたに継承されていないが、そもそもＤ系統がＢ系統のかるたに多 性を加えることを目的としたことを視野に入れ、その要因 ひとつと推察しよう。　
伊勢絵図様の簡略化という視点において、 『扇の草子』と「伊勢物語御歌かるた」との関係は見逃すことができない。 『扇の草子』は


































































































































































































































































































図 3　共立本 第 73 首
（第 38 段 恋といふ）
図 4　共立本 第 103 首
















図 8　旧鉄心斎 a 本 第 7 首
（第 6 段 芥川）
図 7　同志社本 第 7 首
（第 6 段 芥川）
図 6　永青文庫本 第 7 首
（第 6 段 芥川）







図 10　個人蔵乙本 第 12 首
（第 9 段　富士の山）





図 12　旧鉄心斎 b 本 第 10 首
（第 9 段　東下り）
一二二
図 13　旧鉄心斎 c 本 第 157 首
（第 87 段　布ひきの滝）




図 17　木版旧鉄心斎本 第 157 首
第 87 段　布ひきの滝
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